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灰干しプロジェクトによる地域連携に向けて 
 
Toward the Regional alliances by “the Haiboshi project” 
 
 
 
干川 剛史 * 
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＜要   約＞ 
 本稿では，まず，東京都三宅島と岡山県笠岡市・笠岡諸島，山形県酒田市・飛島を中心に
地域再生を目的に展開されてきた「灰干しプロジェクト」を対象にした現地調査と参与観察
に基づいて，それらの活動の実態と課題を明らかにする。 
 次に，霧島連山新燃岳火山災害(2011年 1 月26日発生)と東日本大震災（2011年 3 月11日発
生）を契機にして，「灰干しプロジェクト」の成果を活かして宮崎県高原町と宮城県南三陸
町を中心に展開されるようになった「灰干しがつなぐ地域連携ネットワーク」構築に向けて
の取り組みに関する参与観察による現地調査を通じて，その成果と今後の可能性を示す。 
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１．内閣府地方の元気再生事業「灰干しプ
ロジェクト」 
 筆者が，三宅島の復興を目的として，2008年
から内閣府の「地方の元気再生事業」に有志たち
と取り組んできた「灰干しプロジェクト」の経緯
について論じることにする。 
 三宅島火山災害（2000年 6 月発生）において
は，三宅島内外の有志が内閣府や国土交通省，経
済産業省の地域再生モデル事業の公募委託助成を
受けて展開している被災地復興支援活動を対象に
して，筆者は，これらの活動への参加という形で
の参与観察と現地調査を行い，その実態と課題を
明らかにしてきた1）。 
 筆者がプロジェクトメンバーとして参加した，
首相官邸「都市再生本部」の平成18年度『都市
再生モデル調査事業』「三宅島の火山等の現状を
活かした地震・火山，危機管理，防災まちづくり
等の学習拠点としての観光立島」は，特定非営利
活動法人（NPO法人）「海洋研修センター」が構
想・企画し，三宅村の推薦の下に，首相官邸「都
市再生本部」に申請して採択され，三宅島の観光
協会・商工会・漁協・農協等と連携して実施され
た。 
 このモデル調査事業の目的は，三宅島での過去 
4 回にわたる噴火経験の語り手を見つけることな
どにより，三宅島を企業や自治体等の危機管理者
の研修の場にして，島外から研修者が年間を通じ
て来島するようにし，観光業を中心とした島内の
経済活性化を図ろうというものである2）。 
 そして，2006年に実施したモデル調査事業の
中心メンバーが，東京都と三宅村の承諾を得た上
で，三宅島内の経済団体や島内外の有志と「三宅
島人材受け入れ連携協議会」（略称：「三宅島人連
協」）を立ち上げ，2007年度に国土交通省「地域
における人材の受け入れ体制の整備支援モデル事
業」に申請・採択され，実施した。 
 三宅島人連協の「地域における人材の受け入れ
体制の整備支援モデル調査事業（東京都三宅村）
仕様書」によれば，このモデル事業の内容は， 
1 ）住居等人材受け入れ環境の整備に関する調査 
2 ）観光客誘致のための専門的人材の受け入れ 
3 ）地域資源の生産・加工・流通・販売の活性化 
4 ）地震・火山等の自然環境を活かした専門的人
材の受け入れである3）。 
 
（１）「灰干しプロジェクト」の展開 
 上記のような人材受け入れモデル事業の成果を
踏まえて，平成20年度から平成21年度にかけて
「三宅島人連協」による，三宅島復興に向けて新
たなプロジェクトである「灰干しプロジェクト」
が展開されることになった。 
 「灰干しプロジェクト」とは，三宅島・笠岡諸
島・飛島の各地で採算が取れないために漁獲され
ないゴマサバ・トビウオなどの豊富な未利用魚種
を，三宅島の火山灰を利用して乾燥・熟成加工し，
付加価値の高い食材として生産し，全国の商店街
ネットワークを通じて販売し，三宅島・笠岡諸
島・飛島各地の漁業と水産加工業の活性化を通じ
て地域産業の振興を図ることを目的とした，首相
官邸「地域活性化統合本部会合」の平成20・21
年度の「地方の元気再生事業」の公募委託助成を
受けたモデル事業である4）。 
 このような「灰干しプロジェクト」について，
筆者は，現地調査と参与観察を行い，その実態と
課題が以下のように明らかになった。 
 まず，2008年から「灰干しプロジェクト」に
よる三宅島・笠岡諸島北木島・飛島の三島の技術
交流が行われた結果，北木島では，2008年 9 月
から灰干しの試作を開始して，2009年 7 月 9 日
に「株式会社 島のこし」が設立され，「灰干し
工場」が2009年11月18日に完成し落成式が行わ
れた5）。 
 その後，人材育成と生産体制を確立して，パッ
ケージ等のデザイン等の商品化を行い，出荷を開
始した。大理石づくりの灰干し工場が大きな反響
を呼び，NHKテレビで全国放送されたのをはじ
め，多数の新聞や雑誌にも取り上げられた。 
 その結果，工場オープンからすぐに，生産が注
文に追い付かない状態となり，1 セット3000円で
販売し，1 日30万円の売り上げを記録した。 
 ちなみに，灰干し工場の生産能力は，女性従業
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員 4 名が 1 日当たり最大400匹を加工するので， 
4 匹入りセットとして100セットである6）。 
 また，生産者と販売者と専門家を組合員とする
LLP（Limited Liability Partnership：有限責任事業
組合）とLLC（Limited Liability Company：合同会
社）を設立・登記して事務局機能を立ち上げ，同
時に灰干し販売のための受発注システムを稼働さ
せた7）。 
 また，「株式会社 島のこし」も独自に「楽天
市場」と提携してインターネットを通じて灰干し
の販売を行った。 
 それと並行して，山形県酒田市，宮城県南三陸
町，大阪市，笠岡市，鹿児島市等の商店街と神戸
市に拠点を置く「コープ自然派」生協等が連携し
て，広報及び販売実験を 8 回行い，価格体系構
築等のためのマーケティングを実施した。 
 さらに，灰干しプロジェクトは，灰干しの試作
や講習会や調査の実施を通じて，三宅島・笠岡諸
島北木島・飛島の三島から北海道から鹿児島まで
の全国15地域へ，すなわち，北海道釧路市，宮
城県南三陸町，石川県輪島市，静岡県伊東市，笠
岡諸島の白石島・真鍋島，愛媛県上島町弓削島・
三瓶町，島根県出雲市・浜田市・飯南町，福井県
小浜市，宮崎県五ヶ瀬町，鹿児島市の地域へと展
開した。 
 各地域での灰干しの試作や研修・講習では，さ
んま（北海道釧路市），ホタテ・サケ（宮城県南
三陸町），金目鯛（静岡県伊東市），鯛・きす・太
刀魚（愛媛県上島町弓削島及び笠岡諸島白石島・
真鍋島），ノドグロ（島根県浜田市），ヤマメ（島
根県飯南町）が灰干しの材料として使用された8）。 
 また，笠岡諸島北木島では，灰干しづくり体験
を中心とした「北木島おこしツアー」を2010年2
月より開始し，週末に多数の人びとが参加する盛
況を見せている9）。 
 そこで，筆者は，「北木島おこしツアー」の実
態を把握するために，2010年 8 月 6 日と同年11
月 3 日に，このツアーに参加し，参与観察によ
る現地調査を行った。 
  8 月 6 日のツアーでは，午前 9 時発の水上タ
クシーで笠岡港を出発し北木島豊浦港に着岸し，
送迎車で「（株）島のこし」の灰干し加工場に到
着する。そこに荷物を置いて，チャーターした漁
船に乗って流し網による漁獲体験ツアーを行う。
この日は猛暑で，網にはクラゲが大量に入ってい
たが，タコと真鯛やキスなどが十数匹獲れた以外
に収獲はなかった（写真 1 ）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 流し網で獲れたタイ・タコなど 
（2010年8月6日 筆者撮影） 
 
 その後，灰干し加工場見学と灰干しづくり（火
山礫を石製工具と石臼を使ってすり潰して火山灰
を作る。真鯛等の魚を二枚に開いて血抜きをし，
塩水につけ灰干しの下ごしらえをする）体験ツ
アーを行い，昼食で灰干しのチラシ寿司や魚各種
の灰干し焼きを食べる（写真 2 ）。 
 食後に，灰干しプロジェクトについて説明を聞
き，北木島島内を見学し，石材採掘場などの観光
スポットを回る。そして，水上タクシーで笠岡港
に到着し，ツアー終了となる（写真 3 ）。 
 他方で，11月 3 日のツアーは，笠岡港－北木
島豊浦港間は水上タクシーではなくフェリーでの
往復であったことと，漁獲体験ツアーと北木島島
内ツアーが無かったこと以外は， 8 月 6 日のツ
アーと同様であったが，昼食の際に，灰干しチラ
シ寿司は無くて，魚各種の灰干し焼の食事とマト
ン・イノシシ・タイラギ貝の灰干し焼の試食が行
われたことが，新たに付け加わった体験であった
（写真 4 ）。 
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写真２ 焼きあがった灰干しとチラシ寿司で昼食 
（2010年8月6日 筆者撮影） 
 
 
写真３ 灰干しツアーのプログラム 
（NPO法人かさおか島づくり海社・（株）島のこし 提供） 
 
   
写真４ 左からイノシシ・タイラギ貝・マトンの各灰干しを炭火で焼く 
（2010年11月3日 筆者撮影） 
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 ちなみに，2014年 2 月22日現在，（株）島のこ
しは，「魚々干（とっとぼし）」という名称で，瀬
戸内海で獲れる魚介類の灰干しの製造販売を行っ
ている。 
 この経緯について，かさおか島づくり海社の
Webページに，「現在，特産品として開発し販売
しているものは北木島の『灰干し』です。この灰
干しは，火山の噴火で大きな被害を受けた三宅島
の復興を支援する目的で，北木島の石材加工技術
を使い大きな火山礫をきめ細かい灰状にし，瀬戸
内海の豊富な魚を使い作られています。北木島の
『灰干し』はブランドとしての付加価値をつける
ため，『灰干し』から『魚々干（とっとぼし）』と
商品名を改め，販売しております」と記載されて
いる10）。 
 そして，「魚々干（とっとぼし）」は，「笠岡道
の駅」の笠岡諸島特産品コーナーで目玉商品とし
て販売されている。 
 
（２）「灰干しプロジェクト」の課題 
 今後の課題としては，まず，漁師や漁業協同組
合（漁協）という生産者が，自ら漁獲・加工・販
売するという方式は，非常に難しいということが
わかった。つまり，漁師や漁協は，漁獲専業であ
り，加工や新しい販路の開拓にはきわめて消極的
であることがわかった。 
 したがって，漁師や漁協は原材料調達先として
のみの関わり方に限定して，加工と販売は，地域
の別な人たちが，商店街や販売者や専門家と連携
しながら加工・販売ネットワークを作り上げ，事
業を展開していくことが有効であることがわかっ
た。 
 灰干しの試作から販売実験までの段階は，この
ネットワークを通じて事業を展開することは可能
であるが，しかし，灰干しの生産体制構築の段階
では，大型冷蔵庫・冷凍庫などの設備を含めた加
工所が必要となり，それを建設するための設備投
資を助成し，起業を支援する仕組みが必要である。 
 また，灰干しの販路の構築についても，生産者
側の立場と販売者側の立場を両方考慮した価格体
系や取引条件の設定に，生産者も販売者の双方で
苦慮している。この問題の解決には，一つ一つ具
体的な事例をこなしながら，情報を共有し合って
販売実績を伸ばすことが必須である。 
 そして，生産者と販売者と専門家が一緒に連携
して，自ら一員として全国的なネットワークを構
築・運営していくという新しいビジネスモデル，
いわゆる「6次産業」モデルでは，作って売る，
仕入れて販売するという従来の販売ルートは違っ
て，生産者，卸売販売者，販売者という流通ルー
ト全体に関わりながら，生産者や販売者という自
分の立場もわきまえて主張する，という広い視野
に立った思考・行動様式が参画者に求められる11）。 
 
 
２．霧島連山新燃岳火山災害と「熟成たか
はる灰干し」 
 霧島連山新燃岳の火山災害における灰干しづく
りの取り組みに関する現地調査については，筆者
が執筆した『上毛新聞』の「視点 オピニオン
21」に掲載されている記事を転載する形で，当
時の状況を記すことにする12）。  
 2011年 1 月19日に宮崎県と鹿児島県にまたが
る霧島連山の新燃岳が噴火を始め，同月27日に
は52年ぶりに爆発的噴火を起こし，噴出した火
山灰の量は，「独立行政法人 産業総合研究所」
の推計によれば，約7千万トンとされている13）。 
 山麓の都城市や高原町などでは，断続的に降り
注ぐ大量の火山灰の除去作業に追われ，自宅の屋
根に上って作業をしていた高齢者が屋根から滑り
落ちて重軽傷を負うという事故が多発した。宮崎
県新燃岳火山災害対策本部の発表によれば，
2011年 6 月29日現在で重傷者23名・軽傷者19名
であり，また噴石による自動車や家屋の被害は 
730件に及んでいる14）。 
 2011年 7 月現在，霧島山麓の宮崎県高原町で
は，新燃岳から噴出した火山灰を利用して，食肉
（鶏・豚・イノシシ・シカ）や野菜の「灰干し」
づくりの取り組みが盛んに行われている。 
 灰干しとは，肉・魚介類・野菜などの食材を，
火山灰と直接触れないように布と透水性のセロハ
ンに包み，火山灰で上下からサンドイッチ状に挟
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んで冷蔵庫で乾燥熟成させた高級干物。食材の臭
みが取れ，味が濃縮されておいしくなる（図 1 ）。 
 その作り方は「灰干しプロジェクト」のWeb
ページに掲載されているが，これを高原町の人た
ちに紹介したのは，三宅島の復興支援活動として
このプロジェクトに取り組んできた筆者である。 
 その経緯については，筆者はまず2011年 2 月5
日から 9 日にわたって，都城市・高原町・宮崎
市の市役所・町役場・県庁と災害ボランティアセ
ンターを訪れ，現地調査を行いながら，これまで
の災害での支援活動経験に基づく支援の申し出を
行った。 
 この様子は，「平成23年霧島連山新燃岳火山災
害」Webページに掲載されている15）。 
 筆者は，高原町役場の了承を得て，灰干し試作
用に「霧島美化センター」に集積されていた火山
灰数十キログラムを提供してもらい，この火山灰
を石川県内で灰干しづくりに取り組んでいる仲間
の研究者（星稜女子短期大学准教授（当時）（現
在 金沢星稜大学 教授）沢野伸浩氏）に宅配便
で送り，鶏肉の灰干しを試作してもらった。 
 さらに，同年 3 月20日～24日に現地を訪れ，
高原町で支援活動をしていた災害ボランティアの
知人（「特定非営利活動法人 被災地NGO協働セ
ンター」のスタッフ）から「特定非営利活動法人 
たかはるハートム」を紹介してもらった。新燃岳
の被災地復興のために灰干しづくりを提案し，同
年 3 月23日に灰干しの試食会と講習会が開催さ
れた。その様子はテレビ宮崎や宮崎日日新聞で紹
介された（写真 5 ）。 
 これが功を奏し，高原町の人たちが，2010年
から宮崎県内で発生した口蹄疫・鳥インフルエン
ザ・新燃岳噴火の三重苦から脱すべく，熱心に灰
干しづくりに取り組んだ。 
 その取り組みは，現地の新聞・テレビで何度も
取り上げられ，宮崎県内では，日に日に灰干しに
対する人々の関心が高まっていった16）。 
 さらに，もう一つの筆者執筆による『上毛新
聞』の「視点 オピニオン21」の記事によれば17），
高原町の灰干しは，地域おこしや被災地支援活動
を行っている「特定非営利活動法人 たかはる
ハートム」が，精肉店の協力で地元食材と新燃岳
の火山灰を使って試作している。 
 高原町の灰干しを，筆者は初めて，2011年  8 
月24日に「たかはるハートム」の試食会で食べ
させてもらった。そこで出されたシカとイノシシ
の肉や鶏の内臓肉は，それぞれ，独特の臭みがあ
るが，灰干し加工すると，臭みが抜け，味も凝縮
され，パリッとふっくらと焼きあがり，とても美
味しかった（写真 6 ）。 
 この試食会は，筆者と同郷の群馬県出身で長年
にわたって筆者と災害情報支援活動や灰干しづく
りで行動を共にしている沢野伸浩氏と一緒に，
「都城圏域地場産業振興センター」の灰干し講習
会（同年 8 月25日開催）（写真 7 ）の講師を都城
市工業振興課から依頼されたことをきっかけに開
催をお願いした。 
 また，「宮崎放送」主催の「みやざきご当地グ
ルメ選手権」（同年 7 月27日開催）に，たかはる
ハートムが，灰干し500食を携えて初出場し，準
優勝するという好成績を収めた18）。 
 
 
図１ 「灰干しプロジェクト」Webサイト
（http://www.haiboshi.jp/group.php?gid=10013） 
に掲載された灰干しの製造方法の模式図 
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３．南三陸町における灰干しづくりの現状 
（１）「ぼうさい朝市ネットワーク」から「福興
市」へ 
 2011年 3 月11日に発生した「東北地方太平洋
沖地震」（「東日本大震災」の原因となった地震）
による津波で，宮城県本吉郡南三陸町は，大きな
被害を受け，宮城県の発表によれば，2012年  7 
月31日現在，人口17,429人中で，死者619人，行
方不明者219人，住家被害4,525棟（全壊3,143棟，
半壊178棟，一部損壊1,204棟）である19）。 
 このような状況の中で，筆者が初回から関わっ
ている，南三陸町「福興市」は，2011年  4 月
29・30日から毎月の最終日曜日に開催されてい
る。 
 「福興市公式サイト」の「福興市とは」によれ
ば，「南三陸町の地元商店街と町が手を取り合っ
て再び幸せを取り戻すため」の「祈りを込めて
『福が興る市』と命名して復興のシンボルとなる
市」であり，「この『福興市』は単に一商店街だ
けの為のものではなく，行政機関である町と地元
企業の方々，地元小中学校の子供たち，母親など
家族，町外から応援する市町村，NPO，ボラン
ティアの人びとが一丸となって手をつなぎあい，
創り上げているイベント」である20）。 
 『日本経済新聞』 2011年 4 月30日付けの記
事によれば，「大きな津波被害が出た宮城県南三
陸町で29日，地元や全国の商店街が名産品を販
売する『福興市』が開かれた。地元商店街が町民
の元気を取り戻そうと企画したイベント。約  5 
千人の町民が配られた商品券を使い，できたての
食べ物を手に久々の活気を楽しんだ」，「イベント
は地元商店街が，全国でつながりのあった自治体
の商店会と協力して実施。避難所となっている同
町の志津川中学校を使い，岡山産の牛肉，福井産
のこんにゃくなど約30店が出店した。ただ南三
陸町からの出店は，高台にあった弁当屋，野菜販
売店など 4 店のみ。実行委員長の山内正文さん
（62）は，『まともに商売できる店がほとんどな
い。参加者を募るのは難しかった』と話す。商店
会加盟業者約560のうち，約 8 割の460事業者で
 
写真５ 高原町光明寺での灰干し講習・試食会 
（2011年3月23日 筆者撮影） 
 
 
写真６ シカ・イノシシ・鶏レバーの灰干し 
（2011年8月24日 筆者撮影） 
 
 
写真７ 「肉の灰干し発明者」沢野伸浩先生
（金沢星稜大学 教授）による都城市
内食品加工業者を対象にした灰干し
講習会 
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事務所や工場が全半壊した」21）。 
 このように，第 1 回目の福興市は，大きな困
難の中から出発したが，『朝日新聞』2011年 8 月 
5 日付けの「ひと」欄に掲載された記事によると，
福興市が開催されるきっかけと同年 7 月末の第 4 
回福興市までの様子は，以下のようであった。 
 南三陸町で福興市を開く藤村望洋氏（67）は，
「『闇市をやろう』。宮城県南三陸町の避難所に，
知り合いの商店主らを訪ねた。4 月のことだ。店
も家も失い，うちひしがれた商店主らは『残った
のは借金だけ』『自己破産しかない』。それを聞い
て，日が暮れて真っ暗な体育館で叫んだ。『あな
たたちが頑張る以外，町は復興しない』『闇市』
は，全国の商店街が特産品を南三陸町に持ち寄り，
テントで売る『福興市』。7 月末に 4 回目を開く
まで回を重ねてきた。かまぼこやウニ飯などの食
料品，衣類や陶器などの生活雑貨・・・・。初回
に出店した大半は県外だったが，今や約60店の
半分が地元の店に。誘われるように来場者も増え， 
1 日で 1 万人を超える」22）。 
 『旬刊 旅行新聞』第1419号（2011年 5 月21
日付）の記事によれば，福興市が開催されるに至
る活動基盤となったのは，藤村氏が内閣府の平成
20年度・21年度「地域の元気再生事業」の「『大
阪蔵屋敷ネットワーク』による北前船ルート地域
活性化ビジネスモデル構築」事業の一環として企
画・実施した「ぼうさい朝市」である23）。 
 「『ぼうさい朝市』は08年10月内閣府の『地方
の元気再生事業』を活用してスタートした。いざ
というとき，隣から支援できるように商店街を中
心とした地域間ネットワークを構築。平時から，
ヒトとモノの交流を促す」，「『全国から美味しい
救援物資がやってくる』。ぼうさい朝市の告知ポ
スターに書かれてある通り，朝市の会場には，山
形県酒田市の芋煮や，鹿児島県鹿児島市の豚汁，
長野県飯山市のりんご豚まんなど，救援物資にみ
たてた全国各地の特産品が並ぶ。この美味しい食
べ物にひかれて多くの人が集まってくる。地元商
店街のメンバーが中心となり販売。町内会や，自
治会なども協力する。さらにイベントの趣旨に賛
同する，全国の商店街ネットワークのメンバーも
参加。イベントはネットワークの商店街の持ち回
りで開催し，お互いのまちを行き来しあう。イベ
ントを通して商店街のメンバー同士が交流。顔の
見える人間関係を築くことができる。平時のイベ
ントは，各地の特産品を美味しい救援物資として
提供。商品を販売するテントは災害時にも使える
もので，この設置，片付けも災害時を意識して行
う」，「地域をつなぐ隣ネットワークを考えたとき
に，大阪・船場出身の藤村（望洋）氏は，かつて
大阪を中心に栄えた北前船ルートに着目した」，
「『防災には，地域と地域のつながりが大切。かつ
て北前船ルートで結ばれた地域間の交流を復活さ
せたい』と，北前船ルート上の商店街に参加を呼
び掛ける」，「ぼうさい朝市は08年度山形県酒田
市や大阪市，岡山県笠岡市など 6 カ所で開催。
09年は，鹿児島市，宮城県南三陸町，兵庫県佐
用町など 8 カ所で開催された。 2 年間で延べ18
万人が参加。10年度も自立した活動として継続
されている。（2011年5月）現在，20市町村の
ネットワークに拡大する」24）。 
 このようにして，内閣府の地方の元気再生事業
を契機にして全国20カ所を結ぶ「ぼうさい朝市
ネットワーク」が構築されていったが，それが，
東日本大震災発生直後に，南三陸町に対する支援
活動として，以下のように展開して行く。 
 「 3 月11日，東日本を襲った大地震・津波災
害。ぼうさい朝市ネットワークの 1 つのまち，
宮城県南三陸町も壊滅的な被害を受けた。すぐに
藤村氏は，ネットワークの中で南三陸町に最も近
いまち，山形県酒田市に向かう。ここを拠点に全
国の仲間にメールで支援を呼びかけた。ぼうさい
朝市の参加者を中心にして，供給体制が立ち上が
り，救援物資や義援金が続々と集まった。南三陸
町に第1便の救援物資が届けられたのは， 3 月18
日。トラックで片道 6 時間かかった。その後も
酒田からのピストン輸送は続いている」，「被災側
が求める物資は日々変わっていく。現地のニーズ
を迅速かつ的確に把握するのに，ぼうさい朝市で
築いてきた普段からの顔の見える関係，信頼関係
が活きた。最初の要望は，水や燃料，炊き出し用
の大きなガスコンロ，プロパンボンベなど。日が
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経つにつれてストーブ，灯油，食料，消毒剤，下
着などへと変わっていった」25）。 
 以上のような経過の中で，南三陸町「福興市」
は，2011年 4 月29・30日から2013年 3 月まで毎
月の最終日曜日の9:30～14:30の時間帯で開催さ
れ，それ以降，2013年は，6 月と10月は開催され
ず，また，7 ・ 8 月は最終土曜日の13:00～16:00
の時間帯で開催されている。そして，2014年は， 
7 ・ 8 月を除いて，通常通り，最終日曜日の9:30
～14:30の時間帯で開催されている。 
 今後の南三陸町の復興まちづくりについて，藤
村氏は，以下のように述べている。「避難所には，
家族のきずな，地域のコミュニティが見事に復活
している。阪神大震災でもいわれた『災害ユート
ピア』。こうした状況が持続するうちに早く，町
全体をどう立ち直らせるか，住民の基本的合意を
取っておいたほうがいい。遅くなるほど，利害調
整が難しくなると力説する」26）。 
 以上にように，藤村氏を中心に「ぼうさい朝市
ネットワーク」を基盤にして南三陸町の「福興
市」が展開してきたが，この展開を可能にしたの
は「ぼうさい朝市ネットワーク」のメーリングリ
スト「kitamae ML」の中でのメールのやり取り方
であった。 
 
（２）「南三陸福興まちづくり機構」の「漁業・水
産加工業の６次産業化支援プロジェクト」
における灰干し講習会 
 東日本大震災の津波災害被災地である南三陸町
の継続的な復興を目的として，「一般社団法人 
南三陸福興まちづくり機構」（以下，「まちづくり
機構」）が，2012年 3 月末に設立された。 
 「まちづくり機構」のWebページの「組織につ
いて」によれば，まちづくり機構は，「南三陸町
の復興期から本格復興に至る持続的な公と民のサ
ポート役，コーディネート役を地元に組織するこ
とを目的とした一般社団法人」であり，「今まで
活動してきた地域の商業，水産加工，漁業，林業，
農業等の地元企業や団体に，専門家を加えて，公
民をサポートする中間支援組織として設立され」
た。事業内容は，「公民をサポートする中間支援
組織として，スマートグリッド，環境都市や健康
都市，地産地建の住宅，コミュニティーハウス等
のまちづくりサポート企画支援およびコーディ
ネート事業」を行い，コーディネート事業の具体
的な内容は，「（1）国等の各種支援施策の情報の
活用支援，（2）外部専門家のコーディネート，
（3）南三陸支援を指向する企業や団体・ファン
ド等の技術や資金を復興に活用するためのコー
ディネート」である。いわば，まちづくり機構は，
南三陸における，外部専門家や外部企業等に対す
る「産業ボランティア・センター」である27）。 
 筆者が入手した「一般社団法人 南三陸福興ま
ちづくり機構 概要＆設立趣意書」よれば，まち
づくり機構の地域社会の中での位置づけと組織構
成は，図 2 のように示される28）。 
 また，まちづくり機構のWebページの「福興プ
ロジェクト一覧」によれば，設立当初に計画され
ていたプロジェクトは，17があげられている29）。 
 筆者は，福興まちづくり機構の「漁業・水産加
工業の 6 次産業化支援」プロジェクトの一環と
して，2012年 9 月14日に南三陸町の水産加工業
者等を対象とした灰干しづくりの講習会を開催し
た（写真 8 ）。 
 これを契機にして，2013年中に南三陸町内の
水産加工業者が，2.「タコソーメン」が事業化で
き採算がとれるようになった段階で，灰干しの試
作を行う見込みであった。 
 しかしながら，震災発生後 2 年11ヶ月が経っ
た2014年 2 月11日時点で，このプロジェクトに
関わる南三陸町内の水産加工業者の現状は，メー
ルの文面によれば，次の通りである。 
 
 震災によって 5 棟の工場の内 4 棟が被災，残る 1 棟
も床上 2 mの浸水大きな被害を受け，復旧に向けて頑
張っているが加工・作業スペースは，極めて少なく
30％程度。スペースが無い為に機械設備も設置出来ず，
野ざらし状態。 
 原料は復旧率平均50％程度であるが，売上は100％ま
で戻した。これは，人員，工場をフル稼働させ，また
商品の改良，高付加価値化と販売先の工夫によって，
少ない原料しか確保できないにもかかわらず，売上額
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を高めることができたからである。 
 また，震災前の社員数45名に対し，現時点では27名
と人材不足の状態である。 
 
 この様な状況のため，火山灰の保管場所が無く，
また灰干しの開発，作業スペース，人材がいない
という状況である。 
 他方で，このような状況のために，タコソーメ
ン事業についても事業計画通りに進めることがで
きていない。 
 以上のように，震災発生から 3 年が経とうと
する時点で，南三陸町内ではトップクラスの実績
のある水産加工業者でも，現状は，非常に厳しい
ことがわかる。 
 
４．「灰干しがつなぐ地域連携ネットワー
ク」構築に向けて：離島及び地方都市
中心商店街における「灰干し」づくり
の試み（三宅島・飛島・酒田市中通り
商店街・気仙沼市八日町商店街） 
 「灰干しプロジェクト」の成果に基づいて，
2011年 1 月26日に発生した霧島連山新燃岳火山
災害と2011年 3 月11日に発生した東日本大震災
を契機にして，筆者と協力者・協力団体が南三陸
町と高原町で展開している「灰干しがつなぐ地域
連携ネットワーク」構築に向けての取り組みの成
果と今後の可能性を検証するために，参与観察に
よる現地調査を行った。 
 具体的には，毎回開催される「南三陸町福興
市」で，「たかはるハートム」を通じて高原町内
の精肉店から取り寄せた「熟成たかはる灰干し」
（鶏・豚・イノシシ・シカ）を試食・販売し，そ
れを購買する来場者や福興市の主催者・参加者か
ら，灰干しの味・品質・価格などについて感想・
意見を聞き，商品の改良や価格設定・販売方法等
の改善に役立て，灰干しのブランド化を目指して
きた（写真 9 ）。 
 
写真８ 南三陸町（株）マルセン食品の水産
加工場での灰干し講習会の様子 
（2012年9月14日筆者撮影） 
 
図２ 地域社会における南三陸福興まちづくり機構の位置づけ 
（出典：一般社団法人 南三陸福興まちづくり機構 概要＆設立趣意書、1） 
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 そして，「熟成たかはる灰干し」は，宮崎県や
鹿児島県を中心に九州全域でテレビ・新聞・ラジ
オで頻繁に取り上げられ，高原町の目玉の特産品
として徐々に知名度を高めていった。 
 さらに，高原町の特産品Webページのトップに
高原町NO.1の特産品として「熟成たかはる灰干
し」が掲載されている（図 3 ）30）。 
 また，2014年 7 月下旬より高原町の「ふるさ
と納税」の特産品として「熟成たかはる灰干し」
が出品され，宮崎県内と九州地方を中心に全国か
ら，ほぼ毎日，役場を通して製造・販売を行って
いる町内の精肉店に注文が行われている（図 
4 ）31）。 
 なお，三宅島での灰干しづくりと関連して筆者
の灰干しプロジェクト全般については，朝日新聞
の2011年12月 6 日付の東京多摩版の記事に記載
されている32）。 
 また，大妻女子大学のWebページにも，筆者の
灰干しプロジェクトに関する記事が掲載されてい
る33）。 
 ちなみに，三宅島では，筆者たちと一緒に灰干
しプロジェクトに取り組んできた漁師の浅沼徳廣
氏が，2011年 4 月にサメの灰干しの商品化に成
功し，三宅島内の漁協の魚販売センターやイベン
トで「三宅島火山灰干し」という名称で販売して
いる（図 5 ）（写真10）。 
 
 
 
図３ 宮崎県高原町の特産品Webページに掲載されている「熟成たかはる灰干し」のパンフレット 
(http://www.town.takaharu.lg.jp/modules/contents03/index.php?content_id=119) 
 
写真９  「南三陸町福興市」における「灰干し
プロジェクト」による「熟成たかは
る灰干し」（鶏・豚・イノシシ・シ
カ）試食・販売テント 
（2014年6月28日筆者撮影） 
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 さらに，2013年度から大妻女子大学地域連携
推進センターの平成25年度「地域連携プロジェ
クト」として筆者がプロジェクト代表者として実
施している気仙沼市八日町商店街と連携して，特
産品開発による被災地復興ために，気仙沼産のサ
メの灰干しの商品化に着手している。    
 
図４ 宮崎県高原町の「ふるさと納税」の特産品Webページのパンフレットに掲載されている「熟成た
かはる灰干し」 
(http://www.town.takaharu.lg.jp/modules/contents03/index.php?content_id=162) 
 
図５ 「三宅島灰干し研究会」のパンフレット 
 
写真10 第13回三宅島産業祭での灰干し販売 
（2012年12月2日三宅村役場駐車場で開催） 
(三宅島ふるさと再生ネットワーク『三宅島新報
43号』(2013年1月1日発行)より転載） 
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 その際に，本学の家政学部食物学科の松本美鈴
教授（調理科学）の協力を得て，気仙沼市内の鮮
魚店から取り寄せたサメ（毛鹿（モウカ）ザメ）
の肉を新燃岳の火山灰で灰干し加工し，試作と品
質改良に取り組んでいる。 
 具体的な活動内容としては，まず，2013年  9 
月 3 日に，筆者の指導の下に，筆者のゼミの学
生が研究室で火山灰のふるい分け作業をおこなっ
た（写真11）。 
 次に，同月 5 日に，松本教授の指導の下に，
干川とゼミの学生が，家政学部の調理実習室で，
塩水の漬け込み時間を変えながら，気仙沼産のサ
メ（モウカザメ）を灰干しの試作のための仕込み
を行った（写真12）。 
 そして，翌日 6 日に，松本教授の指導の下に，
筆者とプロジェクトメンバーの荒井芳廣教授が，
試食と官能評価を行いサメの灰干しの出来具合を
検証した（写真13）。 
 その結果は，以下の通りであった。 
 
◎官能評価のまとめ 
 1 ）塩漬け時間の長短にかかわらず，いずれの灰干し
でもアンモニア臭のような異臭は弱かった。 
 2 ）塩漬け時間が長いほど，灰干しの塩味は強まった。 
 3 ）サメ灰干しのうま味は，弱かった。 
 4 ）サメ加熱肉は，ジューシーでやわらかい食感で
あった。 
 5 ）今後は，官能評価項目に酸味，生臭み，えぐみ等
を加える必要がある。 
 
 そして，灰干しづくりの啓発のために，2014
年 3 月25日に気仙沼市八日町商店街の「なにわ
のたこよし」において13時から約  2 時間，干
川・荒井・松本教授による国内外の被災地復興支
援活動や灰干しに関する講演会を実施した。 
 この講演会には，八日町商店街の関係者と被災
地復興・地域活性化活動に取り組む気仙沼市内の
高校生や仙台市内の専門学校生，被災地支援活動
のために神戸市から来た灘高校の生徒たちが出席
し，宮崎県高原町で製造・販売されている豚肉の
灰干しの試食をしながら，講演者と出席者との間
で活発な質疑応答が行われた（写真14）。 
 
写真11 火山灰のふるい分け作業 
（2013年9月3日筆者撮影） 
 
 
写真12 灰干しの仕込み作業 
（2013年9月5日筆者撮影） 
 
 
写真13 試食と官能評価 
（2013年9月6日筆者撮影） 
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 さらに，2014年 9 月12日には，気仙沼市八日
町商店街の有志が結成した「気仙沼灰干しの会」
主催の「灰干しセミナー」で，筆者は「灰干しプ
ロジェクト」の展開について基調講演を行い，そ
の後，セミナー参加者を対象にした灰干しの講習
会と試食会が行われた（写真15）。 
 今後は，「気仙沼灰干しの会」を中心に気仙沼
市内の水産加工業者や飲食店と連携して，灰干し
の商品化とブランド化，そして，サメの灰干しを
素材とした気仙沼の郷土料理の開発を行う予定で
ある34）。 
 他方で，筆者は，高原町で開催される灰干し関
連のイベント（講演会・試食販売会等）に参加し，
また，現地の実態把握を行いながら，「熟成たか
はる灰干し」の品質改良とブランド化について提
案と助言を行ってきた（写真16）。 
 また，東日本大震災発生後，ぼうさい朝市ネッ
トワークの南三陸町に対する支援活動拠点になっ
ていた山形県酒田市中通り商店街と連携して，酒
田市近海で獲れるハタハタなどの魚介類を活用し
た特産品としての灰干しの開発・普及を目的とし
て，これまでの筆者の実績と知見に基づいて，酒
田市及び飛島の現地調査と酒田市中通り商店街で
の講演や試食会を実施した（写真17）。   
 
 そこで，このような南三陸町，気仙沼市，高原
町，酒田市での灰干しをめぐる取り組みが「灰干
しがつなぐ地域連携ネットワーク」構築につなが
るように，その成果と今後の可能性を検証するた
めに，今後も参与観察による現地調査を行う予定
である。 
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